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は じ め に 

アメリカザリガニ（Procambarus clarkii）は、北米原産

の外来生物で1)、池等に浸入すると、その強い雑食性
2)、水草の切断3)、掘削等の習性により4)、環境を大きく

改変し5), 6)、水生昆虫類をはじめとする希少な在来生

物を激減させることが知られており7), 8)、国内では2023

年6月1日から「条件付特定外来生物」として規制され

ている（令和5年政令第16号）。長崎県内における本

種の具体的な生息地点の情報としては、それぞれ単

発的な記録9)–14)のほか、長崎県自然環境課が2020年

10月2日～同年11月30日にかけて県民から本種の情

報を収集して作成した「水辺のいきものSOSマップ」が

HP上で公開されているが15)、県内における本種の詳

細な分布域は明らかとなっていない。 

筆者らは、2023～2024年に、本種の生息情報があ

る地点を含む本県大村市の5地点において、本種の

捕獲調査を実施したので、その結果を報告する。また、

アメリカザリガニの調査で同時に確認された水生昆虫

（甲虫目と半翅目）についても、各水域における動物

相の基礎情報の1つとして、併せてここに記録する。 

 

材 料 と 方 法 

アメリカザリガニの調査として大村市内で2種類の調

査を実施した。1つはアメリカザリガニの記録のあるた

め池において、本種の捕獲方法の比較のためにたも

網と3種の罠を用いた調査で、併せてため池の周辺に

おいても本種の生息状況の確認のためにたも網での

調査を実施したもの、もう1つは河川の環境学習のイベ

ントにおいて、イベント参加者の協力を得て、たも網等

で捕獲調査を実施したものである。これら2種類の調査

の調査地点名、基準地域メッシュコード（3次メッシュコ
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ード）、調査日、調査方法、調査者はそれぞれ次のと

おりで、調査地点の位置関係は図1のとおりである。 

 

 

 

１ アメリカザリガニの記録のあるため池及びその周辺

での調査 

(1) 池田湖 

メッシュコード: 4929-3717 

調査日: 2023年7月19日～同年10月24日（表1） 

調査方法: 2023年7月19日と同年7月21日に、池の

淵を取り囲むように設定した10箇所において、たも網

による事前調査を実施した（表1）。次に同年8月21日

～10月24日にかけて、事前調査を実施した10箇所の

うち、水深が1.5 m以上ある箇所や植生がほとんどない

箇所等アメリカザリガニの生息が見込まれないと考えら

れた5箇所を除く各箇所において、本種の捕獲方法の

比較を目的として、たも網と各種罠による捕獲を同時

に実施した（表1）。なお、たも網と各種罠は、環境省の

「アメリカザリガニ対策の手引き」16)を参考にそれぞれ

準備し、アナゴカゴとペットボトルトラップについては、

ベイトにコイ餌を用いた。 

調査者: 松尾、吉川 

 

(2) 池田貯水池 

メッシュコード: 4929-3728、4929-3718 

調査日: 2023年10月24日 

調査方法: 池田湖周辺での本種の生息状況の確認を

目的としたたも網による捕獲調査 

調査者: 松尾、吉川 

 

２ 河川の環境学習での調査 

(1) 郡川 

メッシュコード: 4930-3040 

調査日: 2023年7月26日a)、 2024年7月31日b) 

調査方法: たも網等による捕獲、見つけ獲り 

 

調査者: イベント参加者のほか、a) 松尾、粕谷、b) 

松尾、寺﨑、藤岡 

 

(2) 大上戸川 

メッシュコード: 4929-2796 

調査日と調査者: 2023年7月28日 

調査方法: たも網等による捕獲、見つけ獲り 

調査者: イベント参加者のほか、松尾、毎原 

 

(3) 鈴田川 

メッシュコード: 4929-2769 

調査日: 2023年8月8日c)、2024年8月6日d) 

調査方法: たも網等による捕獲、見つけ獲り 

調査者: イベント参加者のほか、c) 松尾、橋本、d) 

松尾、山本 

 

上記のアメリカザリガニの調査と併せて、各調査地

点で水生昆虫（甲虫目と半翅目）についても生息状況

の確認を行い、これらのうち属レベル以下まで同定で

きたものを記録した。 

なお、アメリカザリガニと記録した水生昆虫は、エタ

ノールの液浸又は乾燥標本として長崎県環境保健研

究センターに保管している。 

 

結 果 

アメリカザリガニについては、鈴田川の調査地点で、

河川の淵の植物の生い茂った場所からイベント参加

者によって2個体が捕獲された。本調査で確認された

アメリカザリガニはこの2個体のみで、これまで記録の

あった池田湖をはじめ、ほかの調査地点では確認され

なかった（図1）。 

表1. 2023年に実施した池田湖における各捕獲方法の実施期間 

試験区分 調査箇所数 たも網 アナゴカゴ ペットボトルトラップ 養殖海苔網を用いたしば漬け

7月19日, 7月21日※1

(1日)

8月22日 8月21日~8月22日 8月21日~8月22日 8月21日~9月12日

(1日) (1日間) (1日間) (22日間)

9月12日 9月12日~9月13日 9月12日~9月13日 9月12日~10月24日

(1日) (1日間) (1日間) (42日間)
※1: 全10箇所のうち、4箇所を7月19日に調査し、残り6箇所を7月21日に調査。

※2: 全10箇所のうち、水深が1.5 m以上ある箇所や植生がほとんどない箇所等、アメリカザリガニの生息が見込まれない箇所を除く5箇所で調査。

事前調査 10

1 5※2

2 5※2

– – –
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また、各調査地点で確認された水生昆虫（甲虫目と

半翅目）は、それぞれ次のとおりである。 

 

１ アメリカザリガニの記録のあるため池及びその周辺

での調査で確認された水生昆虫（甲虫目と半翅目） 

(1) 池田湖 

甲虫目 Coleoptera 

コツブゲンゴロウ科 Noteridae 

コツブゲンゴロウ Noterus japonicus Sharp, 1873 

1 adult, 19.VII.2023, using a D-framed net. 

 

ガムシ科 Hydrophilidae 

セマルガムシ属の一種 Coelostoma sp. 

22 adults, 19.VII.2023, using a D-framed net; 6 

adults, 21.VII.2023, ditto; 2 adults, 22.VIII.2023, 

ditto; 1 adult, ditto, using a conger eel trap; 1 adult, 

12.IX.2023, using a D-framed net. 

 

ハムシ科 Chrysomelidae 

ジュンサイハムシ 

Galerucella (Galerucella) nipponensis (Laboissière, 

1922) 

 

1 adult, 22.VIII.2023, using a D-framed net. 

 

半翅目 Hemiptera 

コオイムシ科 Belostomatidae 

コオイムシ Appasus japonicus Vuillefroy, 1864 

1 larva, 22.VIII.2023, using a D-framed net. 

 

マツモムシ科 Notonectidae 

コマツモムシ属の一種 Anisops sp. 

1 larva, 22.VIII.2023, using a D-framed net. 

 

ミズカメムシ科 Mesoveliidae 

ミズカメムシ Mesovelia vittigera Horváth, 1895 

1 ♀ (adult), 22.VII.2023, using a D-framed net. 

 

アメンボ科 Gerridae 

アメンボ（ナミアメンボ） Aquarius paludum paludum 

(Fabricius, 1794) 

1 ♂ (adult), 2 ♀♀ (all adults), 22.VIII.2023, using a 

D-framed net; 1 ♂ (adult), 12.IX.2023, ditto. 

 

ハネナシアメンボ Gerris nepalensis Distant, 1910 

図1. 大村市におけるアメリカザリガニの調査地点 
赤丸: アメリカザリガニ確認された調査地点、青丸: アメリカザリガニが確認されなった調査地点 

出展: 地理院地図（標準地図）に上記凡例を追記して作成 
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1 ♀ (adult), 21.VII.2023, using a D-framed net. 

 

(2) 池田貯水池 

半翅目 Hemiptera 

マツモムシ科 Notonectidae 

コマツモムシ属の一種 Anisops sp. 

26 adults, 13 larvae. 

 

２ 河川の環境学習での調査で確認された水生昆虫

（甲虫目と半翅目） 

(1) 郡川 

半翅目 Hemiptera 

コオイムシ科 Belostomatidae 

コオイムシ Appasus japonicus Vuillefroy, 1864 

1 ex., 26.VII.2023. 

 

(2) 大上戸川 

甲虫目 Coleoptera 

ガムシ科 Hydrophilidae 

シ ジ ミ ガ ム シ 属ヒ メ シ ジ ミ ガ ム シ 亜属 の 一 種 

Laccobius (Microlaccobius) sp. 

7 exs.  

 

(3) 鈴田川 

甲虫目 Coleoptera 

ガムシ科 Hydrophilidae 

ヒメガムシ Sternolophus rufipes (Fabricius, 1792) 

1 adult, 8.VIII.2023. 

 

考 察 

これまでアメリカザリガニの記録のあった池田湖につ

いては、湖岸の10箇所でたも網による捕獲調査を行い、

うち5箇所では罠による捕獲も試みたが、1個体も得ら

れなかった。県内のほかの地点では、同時期にこれら

の捕獲方法で本種が多数得られていることから、捕獲

方法に問題があったとは考えにくい。また、池田湖で

は、たも網で掬った際にほとんどの箇所で湖底の石組

みに当たり、底質は本種が好む泥や土ではないことが

多かった。これらのことから、池田湖では侵入した個体

が一時的に確認されたものの、生息には適さない環境

で、本調査時にはすでにいなくなっていたか極めて低

密度になっていたものと考えられる。なお、確認のため、

池田湖の湖岸だけでなく周辺にも本種の生息場所が

ないか探索し、流れ込みも考慮して上流に位置する池

田貯水池においてもたも網による調査をおこなったが、

周辺にも生息場所と考えられる場所がなく、池田貯水

池においても本種は得られなかった。本調査の結果か

ら、池田湖での本種の対策の必要性は低いと考えら

れる。 

河川の環境学習での調査では、鈴田川の地点から

のみ本種が確認された。本種は池や湿地といった止

水のほか流れの緩やかな河川にも生息するとされるが
16)、同地点は比較的流れがあること、さらに捕獲個体

数も2個体と少なかったことから、捕獲された個体は周

辺の水田等から流入してきた可能性が考えられる。同

地点では、水生昆虫についても、水田等に多いとされ

るヒメガムシ17)が確認されていることからも、そのことが

示唆される。今後、同地点や周辺地域でモニタリング

おこなっていくことが重要であると考えられる。また、同

地点では、イベント参加者によって本種が捕獲された。

地域住民や子どもたちが自然とふれあう環境学習の

機会を通じて、地域の在来種に対する関心が高まり、

外来種による影響についての理解も進むことで、生物

多様性の保全への意識向上につながることが期待さ

れる。 
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